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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月19日(2012.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脱分枝デンプンと治療薬とを含むペレットを含む膣内使用組成物。
【請求項２】
　膣坐薬、錠剤またはカプセル剤の形態である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ペレットが、押出／球状化により調製される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記治療薬が、薬理活性物質である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ペレットの調製中、前記治療薬が前記脱分枝デンプンと混ぜ合わせられる、請求項
３に記載の組成物。
【請求項６】
　前記治療薬が前記ペレットの表面上に堆積している、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記脱分枝デンプンが、高アミロースデンプンを用いて調製されたものである、請求項
１に記載の組成物。
【請求項８】
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　前記脱分枝デンプンが、プルラナーゼを用いて調製されたものである、請求項１に記載
の組成物。
【請求項９】
　前記ペレットが経膣投与される、請求項１に記載の組成物。
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